
（別記様式第１２号）（第３の８関係）
（南信州地域）

事業名 まつかわフルーツバス利用促進事業

事業主体 松川町地域公共交通対策協議会

（連絡先） （松川町まちづくり政策課）

事業区分 (1)地域協働の推進に関する事業

事業タイプ ハード

総事業費 570,240　円

事　業　内　容

事 業 内
容

事　業　効　果

今後の取り組み

　

　

平成30年度　地域発 元気づくり支援金事業総括書

※自己評価【 Ｃ 】

【理由】

講習会等に一定の事業効果はあっ

たものの、具体的な利用人数の増

加に繋げるためには、継続的な実

施が必要。

【目標・ねらい】

①大島循環線の利用人数（平成28

年度実績3,980人）を維持

②フルーツバス全体で新規利用者

６名を確保

１．バスラッピング

大島循環線の利用実績の推移

平成28年度 3,980人

平成29年度 3,759人

平成30年度見込 3,264人

２．バスの乗り方講習会と乗車体験

「無料乗車券証明書」の再発行申請者

講習会終了以降10名申請 …新規利用者

１．バスラッピング

地元高校生が描いたラッピングデザインの中から、町内小中

学生の投票によりデザインを決定した作品をベースに、更新す

る大島循環線車両(１台)にラッピングを施した。

２．バスの乗り方講習会と乗車体験

町内８つの区を３回に分け、高齢運転者、運転免許の自主返

納を検討している運転者向けに、バスの乗り方講習会と乗車体

験を行い、自家用車から公共交通への転換を促した。

大島循環線新車両のＰＲと、バスの乗り方講習会・乗車体験を継続実施することで、まつかわ

フルーツバス全体の利用者数の増加に繋げる。

【デザインした高校生とラッピングバス】


